
石
原
莞
爾
生
誕
百
二
十
年
祭
趣
意
書

―
―
来
る
「
人
類
後
史
」=

戦
争
な
き
高
雅
生
活
の
樹
立
を
目
指
し
て
―
―

二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
で
戦
争
に
明
け
暮
れ
た

二
十
世
紀
が
終
わ
り
、
次
の
輝
か
し
い
二
十
一
世
紀

を
迎
え
た
と
思
わ
れ
た
新
世
紀
年
頭
（
二
○
○
一
年
）
、

ア
メ
リ
カ
の
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル
（
Ｗ
Ｔ
Ｃ
、
ワ
ー
ル

ド
・
ト
レ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー
）
を
崩
壊
さ
せ
た
驚
愕

す
べ
き
「
９
・
１
１
」
同
時
多
発
テ
ロ
が
突
発
し
ま

し
た
。

そ
し
て
い
ま
、
世
界
は
ア
メ
リ
カ
発
の
未
曽
有
の

金
融
・
経
済
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
口
爆
発
に
追
い
つ
か
な
い
食
糧
の
不
足
、
石
油
を

代
表
と
す
る
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
枯
渇
、
温
暖

化
・
砂
漠
化
の
環
境
破
壊
の
一
層
の
深
刻
化
、
天
災

の
頻
発
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
深
刻
な
問
題
に
伴
う
資

源
確
保
の
た
め
の
大
規
模
な
争
奪
と
侵
略
の
危
機
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
人
々
を
覆
う
、
こ
の
不
安
、
閉
塞
感
を
払

拭
す
る
解
決
の
糸
口
は
、
果
た
し
て
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

こ
こ
に
我
ら
が
敬
慕
す
る
石
原
莞
爾(

陸
軍
中
将
、

一
八
八
九
年
～
一
九
四
九
年)

と
い
う
人
物
が
い
ま

す
。
巷
で
は
、
「
満
洲
事
変
（
一
九
三
一
年
）
の
首

謀
者
」
、
「
十
五
年
戦
争
の
火
付
け
役
」
な
ど
と
評

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
石
原
が
世
界
の
戦

史
を
研
究
し
、
不
敗
の
戦
略
を
編
み
出
し
た
「
戦
略

家
」
で
あ
り
、
戦
争
の
廃
絶
と
永
久
の
平
和
を
構
想

し
た
「
思
想
家
」
で
あ
り
、
宗
教
と
科
学
の
調
和
を

目
指
し
た
「
敬
虔
な
信
仰
の
人
」
で
あ
り
、
さ
ら
に

世
界
の
行
く
末
を
見
通
し
た
「
予
言
者
」
で
も
あ
っ

た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

満
洲
事
変
に
続
く
翌
年
の
満
洲
建
国
は
、
石
原
莞

爾
の
「
民
族
協
和
」
と
「
王
道
楽
土
」
の
精
神
に
よ

っ
て
構
想
さ
れ
た
、
日
・
満
・
漢
・
鮮
・
蒙
の
五
族

協
和
に
よ
る
全
く
新
し
い
国
家
建
設
で
し
た
。
し
か

も
、
こ
の
「
民
族
協
和
」
は
、
五
族
だ
け
に
限
る
と

い
っ
た
偏
狭
な
も
の
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
弾

圧
さ
れ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
も
、
当
時
の
日

本
が
「
猶
太
人
対
策
要
綱
」
な
る
指
針
を
打
ち
出
し

て
、
彼
ら
が
他
民
族
と
同
じ
平
等
な
取
り
扱
い
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
こ
の
石
原
の
満
洲

建
国
理
念
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。
ま
さ
し
く
、
満

洲
建
国
と
は
、
「
利
害
や
伝
統
を
異
に
す
る
者
同
士

の
相
互
尊
重
と
協
和
政
体
に
よ
る
自
立
を
目
指
し
た
、

世
界
初
の
民
族
協
和
国
家
建
設
の
先
駆
的
試
み
」
だ

っ
た
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
「
世
界
初
」
の
誇
る

べ
き
先
駆
的
偉
業
も
、
石
原
莞
爾
が
参
謀
本
部
作
戦

部
長
時
に
発
生
し
た
盧
溝
橋
事
件
（
昭
和
十
二
年
、

一
九
三
七
年
七
月
七
日
）
の
処
理
を
陸
軍
の
上
層
部

が
誤
っ
た
た
め
に
、
「
幻(

ま
ぼ
ろ
し)

」
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
も
、
歴
史
の
厳
然
た
る
事
実
で
す
。

熱
誠
を
込
め
て
戦
線
の
不
拡
大
を
説
い
た
石
原
莞
爾

に
対
し
、
飽
く
な
き
戦
線
の
拡
大
を
求
め
た
軍
の
首

脳
は
彼
を
解
任
し(

関
東
軍
参
謀
副
長
に
左
遷
）
、
さ

ら
に
当
時
の
政
財
界
は
、
資
源
の
拡
大
を
目
指
し
て

欧
米
流
の
植
民
地
経
営
を
模
倣
し
た
権
益
主
義
を
も

っ
て
、
満
洲
国
経
営
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
う
し
て
汚

さ
れ
た
「
五
族
協
和
」
「
王
道
楽
土
」
は
、
石
原
莞

爾
の
理
想
を
踏
み
に
じ
っ
て
、
単
な
る
モ
ッ
ト
ー
と

な
り
果
て
、
や
が
て
約
百
万
の
軍
勢
を
中
国
大
陸
に

送
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
六

年
（
一
九
四
一
年
）
十
二
月
八
日
、
無
謀
な
太
平
洋

戦
争
（
大
東
亜
戦
争
）
に
突
入
、
日
本
は
全
土
が
焦

土
に
包
ま
れ
た
だ
け
で
な
く
、
人
類
史
上
初
め
て
の

原
爆
投
下
の
洗
礼
を
受
け
、
台
湾
、
朝
鮮
、
南
樺
太
、

千
島
列
島
を
失
う
と
い
う
大
敗
北
を
迎
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

石
原
の
世
界
観
の
基
礎
と
な
っ
た
思
想
は
、
ベ
ル

リ
ン
留
学
の
研
究
過
程
の
中
で
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
か
つ
て
な
い
独
自
の
体
系
で
ま
と
め
ら
れ

た
「
戦
争
史
大
観
」
（
一
九
二
九
年
に
構
想
）
で
あ

り
、
そ
の
理
論
の
上
に
構
築
さ
れ
、
さ
ら
に
真
摯
な

彼
の
真
信
仰
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
た
の
が
、
有
名

な
『
最
終
戦
争
論
』
（
一
九
四
○
年
）
で
す
。

石
原
莞
爾
は
、
日
中
の
不
幸
な
戦
争
の
中
に
あ
っ

て
も
、
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
、
満
州
、
朝

鮮
の
心
あ
る
人
々
と
結
ん
で
「
東
亜
連
盟
」
を
結
成

し
、
東
亜
諸
国
の
政
治
的
独
立
を
尊
重
す
る
こ
と
で

日
中
和
平
の
達
成
を
図
ろ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力



を
重
ね
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四

一
年
）
三
月
、
東
條
軍
閥
に
よ
っ
て
軍
籍
を
追
わ
れ

予
備
役
編
入
と
な
り
ま
す
が
、
昭
和
二
○
年
（
一
九

四
五
年
）
八
月
十
五
日
の
敗
戦
日
に
は
、
「
道
義
を

喪
失
し
た
日
本
の
敗
戦
は
神
意
」
と
受
け
止
め
、「
身

に
寸
鉄
を
帯
び
ず
、
知
性
と
理
性
、
道
義
の
、
あ
ら

ゆ
る
力
を
動
員
し
て
最
終
戦
争
を
回
避
し
、
世
界
の

平
和
的
統
一
の
大
事
業
を
進
め
て
い
く
努
力
こ
そ
が

日
本
の
使
命
で
あ
る
」
と
、
従
来
の
戦
争
と
い
う
手

段
に
訴
え
る
考
え
方
を
一
八
○
度
転
換
し
、
こ
れ
ま

た
誰
よ
り
も
早
く
戦
争
放
棄
と
道
義
の
確
立
、
科
学

技
術
の
振
興
に
よ
る
「
新
生
日
本
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

高
々
と
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
日
本
が
蹂
躙
さ
れ
て
も
構
わ
な
い
か
ら
、
わ
れ

わ
れ
は
絶
対
、
戦
争
放
棄
に
徹
し
て
生
き
て
い
く
べ

き
で
す
。
ち
ょ
う
ど
聖
日
蓮
が
龍
ノ
口
に
向
か
っ
て

ゆ
く
あ
の
態
度
、
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
を
背
負
っ
て

刑
場
に
お
も
む
く
と
き
の
そ
の
態
度
を
、
わ
れ
わ
れ

は
国
家
と
し
て
と
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
」
（
昭
和
二

十
三
年
十
一
月
）

こ
の
二
度
と
悲
惨
な
戦
争
の
犠
牲
を
も
た
ら
す
こ

と
の
な
い
永
久
平
和
の
世
界
の
建
設
を
目
指
し
た
、

石
原
莞
爾
の
気
迫
に
満
ち
た
戦
争
放
棄
の
精
神
は
、

奇
し
く
も
日
本
国
憲
法
の
第
九
条
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
戦
後
六
十
四
年
の
今
日
ま
で
、
日
本
人
の

誰
一
人
と
し
て
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者
が
出
て
い
な
い

と
い
う
事
実
は
、
日
本
人
の
誇
る
べ
き
平
和
の
実
践

と
し
て
、
も
っ
と
世
界
に
知
ら
れ
て
良
い
事
柄
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
今
後
、
世
界
大
戦
の
発
火
点
に
な
る
と
危
惧

さ
れ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ
ブ
と
の
不
幸
な
対
立
の

解
決
策
に
し
て
も
、
石
原
莞
爾
が
、
か
つ
て
構
想
し

た
「
満
洲
国
」
の
建
国
理
念
や
、
そ
の
功
罪
の
検
証

を
重
ね
た
時
、
対
立
の
周
辺
に
あ
る
権
益
主
義
の
背

景
を
含
め
、
宗
教
的
エ
ゴ
と
民
族
的
エ
ゴ
と
を
超
克

し
た
真
の
和
解
と
平
和
へ
の
道
筋
が
、
そ
こ
に
見
出

し
て
ゆ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

郷
里
・
山
形
県
の
鶴
岡
に
帰
っ
た
石
原
莞
爾
は
、

ひ
と
り
の
農
民
と
し
て
生
き
な
が
ら
、
「
都
市
解
体
」

「
農
工
一
体
」「
簡
素
生
活
」
の
建
設
三
原
則
こ
そ
、

来
る
べ
き
「
人
類
後
史
」
文
明
の
中
核
的
要
素
で
あ

る
こ
と
を
語
り
続
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
日
で
言

う
人
間
を
生
態
系
の
一
構
成
員
と
と
ら
え
る
「
エ
コ

ロ
ジ
ー
」
の
先
駆
け
で
あ
り
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
社

会
は
、
最
新
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
自
給

自
足
型
の
緑
豊
か
な
小
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
の
協
働
・
互
助
の
人
間
関
係
（
ヒ
ュ

ー
マ
ン
・
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
）
は
、
モ
ノ
・
カ

ネ
の
「
力
」
に
よ
ら
ず
、
「
道
義
」
に
よ
っ
て
支
え

合
う
、
ま
さ
に
「
揺
り
籠
か
ら
墓
場
ま
で
」
の
理
想

の
協
同
社
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。

人
類
の
理
想
郷
と
も
言
う
べ
き
そ
の
社
会
を
、
石

原
莞
爾
は
「
人
頭
獅
身
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
」

「
芸
術
性
に
満
ち
た
高
雅
な
生
活
」
と
も
呼
び
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
焼
け
野
原
に
な
っ
た
焦
土
に
立
ち
、

「
新
生
日
本
」
の
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
さ
ら
に

そ
の
先
の
か
な
た
に
、
こ
れ
か
ら
世
界
が
歩
む
べ
き

「
持
続
可
能
な
和
諧
社
会
」
「
小
異
が
和
し
た
大
同

社
会
」
と
も
言
う
べ
き
人
類
の
道
標
を
、
し
っ
か
り

と
見
据
え
て
い
た
石
原
莞
爾
の
凛
と
し
た
姿
を
見
る

思
い
が
し
ま
す
。

今
年
一
月
二
十
日
、
大
国
ア
メ
リ
カ
に
、
バ
ラ
ク
・

オ
バ
マ
と
い
う
初
め
て
の
黒
人
大
統
領
が
誕
生
し
ま

し
た
。
「
チ
ェ
ン
ジ(

変
革)

」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
訴
え
る
と
同
時
に
、
「
ア
メ
リ
カ
は
平
和
の
新
時

代
を
先
導
す
る
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
も
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
指
導
力
は
未
知
数

と
し
て
も
、
世
界
は
い
ま
、
ア
メ
リ
カ
の
変
革
と
と

も
に
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
私
た
ち
は
石
原
莞
爾
の
生
誕
百
二

十
年
と
没
後
六
○
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年

を
迎
え
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
歴
史
に
刻
ま
れ
た
石

原
莞
爾
の
偉
業
を
讃
え
る
と
共
に
、
人
類
の
永
久
平

和
を
目
指
す
世
界
史
的
流
れ
の
最
前
線
に
立
つ
者
と

し
て
、
石
原
莞
爾
の
熱
烈
な
人
類
愛
と
、
そ
の
世
界

観
と
を
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
頂
き
、
ま

た
そ
の
一
端
を
継
承
し
て
頂
き
た
い
と
心
か
ら
願
い
、

左
記
の
よ
う
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
致
し
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
、
ど
う
か
温
か
い
ご
理
解
と
ご
賛
同
を

賜
り
ま
し
て
、
さ
ら
に
絶
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力

を
頂
け
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

石
原
莞
爾
生
誕
百
二
十
年
祭
実
行
委
員
会
一
同

東
京
都
新
宿
区
神
楽
坂
六-

七
四

㈱
ハピ
ネ
ス
内

電

話

〇
三-

三
二
六
〇-

八
六
一
一(
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Ｆ
Ａ
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〇
三-

三
二
三
五-

三
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記

一
、
募
金
目
標

一
千
五
百
万
円

二
、
募
金
方
法

一
口
五
千
円

お
一
人
様
何
口
で
も
可

三
、
振
込
口
座

り
そ
な
銀
行

神
楽
坂
支
店

名
義

石
原
１
２
０
年
祭
（イ
シ
ワ
ラ
１
２
０
ネ
ン
サ
イ
）

普
通
預
金

口
座
番
号

１
５
４
３
１
０
３

四
、
記
念
事
業

①
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・記
念
出
版
物

(

募
金
者
に
は
無
料
贈
呈)

②
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

③
墓
参
ツ
ア
ー

(

山
形
県
鶴
岡
市
、
本
年
八
月
十
五
日
予
定)

④
平
和
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト

⑤
記
念
グ
ッ
ズ

五
、
そ
の
他

平
成
二
十
一
年
二
月
五
日


